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【削減状況の自己評価】
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【イオンモール岡山】
空調機の運転時間の適正化、熱源凍結防止運転の制御変更に伴う効率化、
外気温に応じたこまめな空調の温度・風量の調節に注力し、目標数値達成。
【イオンモール倉敷】
令和5年度と比較し、非化石証書の適用により計画以上のCO2削減に繋がった。
また、非化石証書不使用と仮定してもCO2排出量を削減出来た。
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工場等の名称 所　　在　　地

主たる業種

県内の
主　な
工場等

イオンモール岡山

千葉県千葉市美浜区中瀬1丁目5番1

戦略統括部　地域サステナビリティ推進部

①燃料等原油換算1,500kℓ以上特定事業者
の該当要件

②ﾊﾞｽ・ﾄﾗｯｸ100台、ﾀｸｼｰ250台以上

前年度の温室効果ガスの排出の量及び排出削減計画に基づき実施した措置の状況
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①

イオンモール株式会社
261-8539

業種名：不動産賃貸業・管理業

大規模地域開発及びショッピングモール開発と運営。
岡山県においては、イオンモール岡山・イオンモール倉敷の2店舗を管理運営。
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【目標削減率達成のために実施した措置及び今後の取組】

【森林保全等吸収源対策への取組】

【再生可能エネルギーの導入】

【その他特記事項】

工場等の名称

ゼネラルマネージャーを推進体制の責任者、オペレーションマネージャーを推進者とする。
年に1回以上省エネ委員会を開催し、省エネに取り組む。

有　

実施した措置及び今後の取組の内容

　 無

その他

その他

県内で
の取組

【推進体制】

【岡山】毎月11日をクリーン＆グリーン活動の日として、店舗周辺の清掃作業を実施。
【倉敷】2024年10月の拡大クリーン＆グリーン活動にて酒津公園内の清掃活動を実施。

太陽光パネルの設置、自己託送方式による再エネ活用

　 無

有　
県内で
の取組

【イオンモール倉敷】
・倉敷市様と高梁川流域SDGsアクションフェアを実施。
・節水シール、消灯カードの掲示実施。
・7月～8月にかけて近隣地域に向けてクールシェア活動（休憩スポット増設、自習室解放）を実施。
・イオンモール従業員、テナント従業員、関係会社従業員へISO14001環境教育を実施。
・イオンモール従業員、テナント従業員へ廃棄物指導・教育を実施。

【イオンモール岡山】

　

【イオンモール倉敷】

（令和６年度実施分）
・従業員出勤時の公共交通機関使用
・週末の公共交通機関利用促進「乗りトクCP」
・岡山県主催のライトダウンキャンペーンへの参加
・テナント従業員に対する環境教育実施（廃棄物、ISO14001関連）
・環境マネジメントシステムの実践

（今後実施予定分）
・上記事項の継続
・空調機の効率化、不要な照明・空調制御
・館設備担当者との月1回以上省エネミーティング実施
・節水シール、消灯カードの掲示および徹底

（令和６年度実施分）
・空調機及びチラー温度のこまめな調整
・夏季の一部自動扉閉鎖により外気取込を抑制
・倉敷市クーリングシェルター指定登録
・館内一部空調機の更新
・後方EV更新による電気使用量削減

（今後実施予定分）
・上記事項の継続
・テナント向けISO教育における温室効果ガス教育の深化
・後方通路消灯での節電
・EHP増設による効率的な空調管理


